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1　本稿の課題
　本稿は，本誌前号における岡山県の一村についての産業革命の展開にとも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）なう農村民の生活変容の検討を内容とした前稿にひきつづいて，資本主義の
確立期の民衆生活の実態究明を意図するものである。本稿では前稿での検討
の対象であった「表日本」・山陽の地岡山県における特徴をクローズ・アップす
るために引合に出した「裏日本」・山陰の地島根県八束郡大庭村を改めて対象
とする。依拠史料は『農村及農家模範経営事業第二回報告　八束郡大庭村調
査書』（島根県農会編　1919〔大正8〕年発行　調査時点は1918年）である。
問題意識や史料の性格などについては前稿と同一であり，ここでは省略する
（1）「明治後期の岡山県一農村における農村民の生活事情　　　日本産業革命期の地域民
　衆生活の検討一一」（『岡山大学経済学会雑誌』第17巻1号1985年5月）。なお，本稿
　におけるこの西高月村についての資料は，この論文ないしはその依拠史料である「岡
　山県赤磐郡西高月村是調査書」（1905年　西高月村発行）によっている。
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こととして，ただつぎのことのみを記しておこう。
　ここで検討するのは1918年を調査時点とする1919年の史料によるがこ
の時点は，通常は，すでに確立した日本資本主義の第一次大戦期の発展のな
かで独占資本主義への転化を遂げる過程とされるのであり，したがってこの
時期の民衆生活はたんに資本主義の浸透ということではなくて，その後の変
容をも意味するということになる。したがって資本主義の確立にともなう生
活変容を検討する史料としてはあるいは適切ではないともいえよう。この点に
ついては，なによりも史料的制約によることを前提にしつつ，なおこの時期
は第一次大戦期の変容という側面よりも，これを通じて資本主義が本格的に
浸透するというように，より基本的には資本主義の浸透による生活変容とい
う側面の問題であると考えたい。
　ところで，史料的制約といったが，この村ではこの年に，本史料のほかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）一集落についてのより詳細な調査書が作成されている。それはこの時期の農
村民の生産・生活についての実態究明にとって極めて貴重なものである。こ
の史料にもとつく研究をすでにはじめているが，本稿はその予備的検討とい
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
えるものともなっているのである。
2　大庭村の概況
　大庭村は，『市町村別日本国勢総覧』（1934年帝国公民教育協会）には「松
江市の南部に位し東部岩坂村，西部忌部村に隣接す．南部一帯は山地なれど
も北部は肥沃なる耕地をなす」，そして「松江市へは一里余」と記されている。
1951年松江市と八雲村に分割，今日にいたっている。本稿でとりあげる「村
（2）　『農村及農家模範経営事業第一回報告　黒田畦部落調査書』（1919年島根県農会）。
（3）1984年度（第35回）地方史研究協議会大会（1984年10月20日）において筆者は本稿
　の主論題と同一の論題での報告を行なった。そこでは，②にあげた史料をも使用した
　研究成果を発表したが，ここでは「大庭村調査書」による検討結果のみとし，②によ
　つた部分は別の機会に発表することにした。
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是」の地勢，交通等についての記述によれば，村内は大庭・佐草・平原・大草・
山代の五大字からなり，広褻方一里余，地勢は南西北の三面すべて山脈で囲
尭せられ，東方隣村に接するところに僅かに耕地がつらなる．民家は点在す
るものもあるとはいえ，多くは各小部落ごとに集合してほとんど密居的村落
を形成する．村内を松江市，出雲郷村等に通ずる道路が貫き，松江駅まで約一
里半である，という。また，そうでない土地もあるが，一般に地味肥沃にして
作物の成育良好，ことに平原・大草は良質の米を産出する．東部に出雲郷村
を経て，中海に注ぐ意宇川が流れているが，沿岸の田地はやや平坦なので河
川の水をひいて潅1既に用い，その他の田畑は，貯水池の設備がほぼととのい，
溜池163ヵ所・潅概面積14町6反2畝2歩に達するとともに，山岳が起伏して
いて樹木成育し水源を洒養しているので，旱害を被ることはない，という。
　第1表は，この大庭村の収入構成を示す。農業収入が78．6％を占め，他を
第1表　大庭村収入構成 （1911・1918年）
1911年 1918年 増　減
金　　　額 比率 金　　　額 比率 金　　　額 増減率
農業収入 　　口銭厘P64，779．26．7
　％
V3．3
　　円心厘
R76，969．33．3
　％
V8．6
　　円銭厘
Q12，190．06．6
　％
P28．8
林業収入
??．?．??
2．6 19，504．14㌦04ユ 13，73L80。4237．9
水産収入 一 ㎜ 194．50．0．04 194．50．0 一
工業収益 7，687．91．53．4 13，812．89．02．9 6，124．97．579．7
商業収益 3，543．09．01．6 4β45．50．01．0 1，302．41．036．8
雑業収益 8，2！7．44．0 3．712β94．30．02．7
??．?．??
56．9
副　業収益 8，476．11．23．8 3，327，64．0 0．69一5，148．47．2一60。7
労働　賃　金 2，665．00．01．2 9，610，53．02．0
??．?．??
260．6
産出肥料 10，765．55．4．8 9，566，9L42．0 一1，198．64．0 一11．1
他町村よ腰取小作料 4，151．10．71．9 12，203．01．02．5 8，051．90．3194．0
公債株券及貯金利子 6，246．00．02．8 13，617．48．62．8 8，371．48．6134．0
雑　　収　　入 2，634．40．01．2 2，177．40．0．45一　457．00．0一17．3
合　　　計 224，938．22．1 100．0 479，723．64．3100．0254，785．42．2113．3
註1）　『農村及農家模範経営事業第二回報告八束郡大庭村調査書』（1919年島根県農会）
　より作成．
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断然引き離した大きさである。これにつぐ林業は2位とはいえわずか4．1％に
過ぎない。以上は不生産収入をも加えた全収入におけるウェイトであるが，
生産額のみに限った場合には農業収入のウェイトはいっそう高まる。収入構
成，生産額構成からみて，大庭村はまったくの農村なのである。なお，参考
までにあげられている1911（明治44）年からこの年までに工業収益，商業収
益，雑業収益の増加は小さく，副業収益は減少さえしており，増加率128．8％
の農業収入の全収入中のウェイトはいっそう高まっているのである。
　第2表はまず職業別戸数を示すものである。総戸数491戸のうち農業は399
戸で全体の81．3％，その人口は2，028人，全人口2，387人中の85％を占める。
このほかでは雑業38戸・7．7％，商業，工業ともに27戸・5．5％で，農業のウ
ェイトは圧倒的に大きい。491戸は以上のような職業別構成であるが，各戸は
その業のみでなく多くが他業を兼ねる。全体では128戸で26．1％であるが，農
業戸は専業が309戸・77．4％，他業を兼業するものは90戸・22．6％にすぎない。
このほかは他業を兼業するものが専業より多い。農業における90戸の他愛兼
業は，雑業44，工業31，商業15であるが，農業以外における画業兼業は，商
業において雑i業を兼業が5戸，工業に同じく雑業兼業が15戸あることを除い
て，そのほかは農業を兼業というものである。このように総戸数491戸という
第2表　大庭村職業別戸数及び営業戸数 （1918年）
職　　業　　別　　戸　　数 営　業　戸　数
専業 兼業 農業 商業 工業 雑業
④合計
比率 ◎巡業から搭ﾆのもの 総営業ﾋ　数 比率
?
農　業
??? ?? ?? ?? ?? ?? ???　％
W1．3
?? ???　％
U7．4
???
商　業 13 14 9 ? 0 5 27 5．5 15 42 6．8 55．6
工　業 8 19 4 0 × 15 27 5．5 31 58 9．4 114．8
雑　業 33 5 5 0 0 × 38 7．7 64 10216．5168．4
合　計 363 12818 15 31 64 491100．0 128 619100．026．1
註1）第1表と同一書より作成．
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村であるが，他業からの兼業のものを加えた営業戸数は，この戸数をうわま
わる。農業についてみると，18戸の他面からの兼業のものがあって，営業戸
数としての農業戸数，すなわち農家戸数は専業309戸・兼業108戸（うち90は
農業であって画業を兼業のもの，18戸が他職業であって農業を兼業するもの）
で，全戸数の84．9％が農家であることになる。農家以外では，営業戸数として
は，商業42戸，工業58戸，雑i業102戸で，営業戸数の合計は618戸となる。491
戸で営業戸数618戸ということは，4戸に1戸がもう一つほかの営業をしてい
ることであるが，この数は大きいとはいいえない。
　1911（明治44）年の統計があるが，それと比較すると，この問に戸数は1
戸増加，人口は107人減少している。戸数は0．2％と微小ながらの増加率であ
るが，人口減少率は4．3％とかなりである。また，この間に営業戸数は581戸
から619戸へと38戸増加しているが，うちわけは専業13戸減少・減少率一3．5
％，兼業51戸増加・増加率24．9％であって，この間に他の営業を兼業するも
のが著しく増加したのである。営業種別にみると，農業は専業15戸減少，兼
業10戸増加で合計5戸増加，工業は専業に増加があるが，兼業が大きく減少
して，合計ではかなりの減少，これらに対して，商業は専業は減少している
が兼業にかなりの増加があり，全体ではかなりの増加，雑業は専業は増減な
しであるが，兼業は大幅な増加で全体では2倍近くとなっている。
　このような1911年以後の増減の結果としての1918年時点での諸営業である
が，その内容は，同じく第2表の営業戸数欄のごとくである。工業には工業
というよりはむしろ雑業に分類するのが適当である木挽，大工，石工，草屋
根葺などがかなりあり，本来の製造工業は少ない。ここは専業8戸であった
が，それは収益欄からみて醤油製造，焼酎製造，染物業などに予想されるにと
どまる。多くは他業を兼業，あるいは他業からの兼業である。商業はこまご
まとした物品販売が主で，専業としてなりたつのは多くないこと工業と同じ
である。雑業であるが，神官，僧侶，医師，官吏・公吏，学校教員，巡査，
会社員などや，旅店，飲食店，人力車夫等など多様であるが，本来の雑業者
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は人力車夫ぐらいで日雇，出稼などはみられない。
以上のことからつぎのようにいいえよう。元来農業中心であるが，この農業
は漸次兼業化をたどりっつある。．とはいえ，近代製造工業の展開はなく，ま
た近隣での産業の展開にともなう諸君もみられない。小売商，煮売屋，ある
いは旧号人的業であり，近代産業の展開と結びつくことの極めて小さい所な
のであった。
3　農業の概況
　この村の田畑反別は，田388町2反1畝10歩，畑114町3反3畝11歩，合計
502町5反4畝21歩で，水田率67．3％となる。村内に91町6反5畝19歩の他村
民による耕地所有があり，また37町3反5畝16歩の他村での土地所有があるの
で，村民の所有田畑は448町2反4畝18歩である。土地所有者は319戸であり，
1戸あたり1町4反18歩である。農家戸数は417戸であり，1戸あたり1町
8畝10歩となる。田地は，乾湿別では乾田26．1％，普通水田61．9％，地形的に
は平坦なるもの60．6％，傾斜緩なるもの15．1％，傾斜急なるもの24．3％，そ
して当掛米1石4斗以上が上等で，これが49．7％，同1石1斗以上・中等
28．9％，同1石1斗未満・下等21，4％である。同じく田地の区画の大小は1
反歩以上11％，5畝歩以下54％，蟹玉率22％，裏作率は17．4％である。
　第3表はこの耕地の所有状況を示す。まず，耕地を所有するものは319戸で，
所有しないものが172戸もある。後者は全戸数の実に35％に達する。純農村的
であるこの村のこの著しい無所有の存在は広汎な小作制の展開を予想させる
のである。所有者の規模別をみると，最大でも／0町歩以上層であり，しかも
わずか3戸であり，ついで5～10町10戸がそれにつぐ。他方，5反歩未満は
48％である。この小所有者のうちわけはこの年については記載がないが，1916
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ（大正5）年というややさかのぼった年については，2反歩未満所有者136人，
　　　　　　　　　　　ママタ2反歩以上3反歩未満34人となっている。
　この耕地の所有状況のもとで農業生産が行なわれるが，小作地率は田64．5
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第3表　大庭村上地所有状況（1918年）
戸数（戸） 比　　率（％）
5反歩未満 153 48．0 3L2
5反歩以上 66 20．7 ！3．4
1町歩ク 48 15．0 9．8
2町歩〃 26 8．2 5．3
3町歩〃 13 4．1 2．6
5町歩〃 10 3．1 2．0
10町歩〃 3 0．94 0．61
合　　計 319100．0 65．0
無所有 172 一 35．0
総　　計 491 一 100．0
註1）第1表と同一書より作成．
第4表　大庭村農家自小作地別構成・耕地自小作地別構成 （1918年）
戸　　数 耕地自・小作地別
戸　数 比　率 自作地 小作地 合　　計
1戸あたり
k地面積
自　　作
??　％
P5．3
　　町田凹凹
@64．L8，7
i42．1．9．6）
町反畝歩 　　町反畝．歩
@64」．8．7
i42⊥9．6）
　　町反言歩
@1．0．0．9
i　6．5．28）
自作業小作 268 63．3127．6．9．14i84．6．9．13）
169．6．0．4
i150．2．5．3）
297．2．9．18
i234．9．4．16）
　1．1．0，28
i　8．7．20）
小　　作 85 20．4 ｝ 　90．3．0．11i80，1．2．11）
　90．3．0．11
i80．1．2．11）
　1．0．6．8
i　9．4．4）
合　計 417 ユ00．0 19L8，7．21i126．8．8．19）
59．9，0ユ5
i230．3．7．14）
45！．7．8．6
i357．2，6．3）
　1．0．8．10
i　8．5．20）
自小作地別構成比　（％） 42。5（35．5）57．5（64，5）100．0（100．0）
註1）第1表と同一書より作成．
　2）　（）内はうち水田面積．
％，畑31．2％で，全耕地では57．5％となる。農家の自作・小作別構成をみよ
う。農家の自小作別構成は，自作15，3％，自・」・作63．3％，小作20．4％であっ
て，自作農家のウェイトはきわめて小さい（以上第4表）。1戸あたりの経営
規模は1町8畝歩余とかなり大きいが，経営規模別農家構成は，5反歩未満70
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戸，5反歩以上1町歩未満108戸，1町歩以上2町歩以上224戸，2町歩以上
3町歩未満15戸で，百分比ではそれぞれ16，8％，25．8％，53．8％，3．6％とな
っている。
　農業生産は，第5表のように，生産価格からみて種耕農産物91．4％，養蚕
3．8％，畜産3．9％，家禽0．83％である。養蚕，畜産などのウェイトは小さい。
耕種農産物中では，穀類が73．4％を占める。米が69％で，ついで麦は3．4％で
ある。稲作面積は353町4反面面で，この米が主要農産物であることはいうまで
もない。「麦は稲に次ぐ本村の重要農産物にして大麦は主として田地の裏作と
為し又畑地にも栽培す．小麦は既ね畑に栽培せしが……」とあるが，麦は生産
額は3．4％，作付段別は40町歩余にとどまる。これは，乾田は26．1％にすぎな
いという田地の状況により，裏作が大きくは進展しないことによるものと思わ
れる。そしてむしろ疏菜の9．5％をはじめ，特用，果樹が注目されよう。「近
年新に栽培し其の区域を拡めつ・あるものは果樹桑茶疏菜にして，是等は需
要の増加と共に益々増殖の傾向あり，就中疏菜は隣村津田村に歩兵聯隊設置
せられしょり之が需要の途開け，従って種類を改善し栽培法を進め栽培反別
の著しく拡張したり1と述べている。
　ここで最主要作物である稲作についてその技術などをみよう。この稲作は
1886（明治19）年頃に老農林遠里，船津伝次平の当地歴遊と県庁による改良
の指導・奨励により，稲作改良も面々その緒につき，最近の食糧問題喧しい
なかでいっそう改良の歩を進めたという。栽培品種は，早稲7％，中稲15％，
晩稲70％，島島8％で，亀治が最も多い。栽培過程を概観しよう。種籾は塩
水撰を行なった後，浸種し，苗代（個人苗代）に播種する。水田耕起の際に
1反200貫内外の厩堆肥を施用，あわせて購入肥料を入れる。肥料は基肥がほ
とんどで，追肥を施すのは稀である。田植は各集落ともに10日間くらいで，
6月10日から24，5日頃で，早稲7’一8本植57株，中稲4～5本植57株，晩稲
4－5本植52株である。除草は4回が普通で，また害虫駆除・予防にっとめる。
収穫は，早稲9月下旬，中稲10月中旬，晩稲11月下旬に刈取るが，刈取りは3
8
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第5表　大庭村農産物構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1918年）
作付面積 収　穫　高 生　産　額 比率
穀　　類
　町反回歩
S22，9．0．22
　石斗升合
W，347．5．6．0　　円銭厘Q54，74L74．9　％V3．4
董　　類 25．8．7．12 8，630．01．92．5?????
疏菜類 51．3．7．14 32，937．44．09．5
果実類 2．2．5．9R854本） 5，359．48．5ユ．5
特用作物 18．4．1．17@（328本） 15，546．23．4．5
合　　計 520．8．2．14 317，214．92．791．4
養　　　蚕 一 1，499，149貫@　500打 13，272．48．53．8
畜　　　産 一 一 13，570．00．03．9
家　　　畜 一 一 2β83．32．00．83
合　　計 346，940．73．2100．0
梗　　米
　町二丁歩
R22．9．2．8
　石斗升合
U，651．6．8．1　　円二二Q19，505．47．0　％U3．3
濡　　米 30．5．2．27 544．6。5．4 19，607．54．45．7
大　　麦 35．7．6，23 860．2．7．0 10，753．37．53．1
小　　麦 9．8．0 12．6．1．5 227．07．0 0．06
裸　　麦 3．3⊥27 58．3．0．0 932．80．00．26
大　　豆 10．2．7．0 267．8．6．0 5，357．20．01．5
小・　豆 7．1．0．16 50．9．5．9 工，579．72．9 0．46
大　　根 10．1．7．1 69，327．060貫3，119．71．50．90
蕪　　　董ハ，・　　　　円 2．5．7．10 32，914．000貫1，151．99．0 0．33
（??）???????
牛　　芽 1．8．7．1 42，445．000貫10，611．25．03．1
甘　　藷 7，412．1021，931．000貫2，851．03．00．82
馬鈴著 9．7．0．19 28，216．000貫 4，232．40．01．2
里　　芋 2．5．7．8 8，078．000貫 2，019．50．00．58
茄　　子 1．4．7．21 222，666個 1，558．66．00．45
土当帰 1，8．6．8 3，088貫 1，235．20．00．36
梅 （535本） 238．7．4．0 1，671．18．00．48
柑橘類 9．6．29 3，192．800：貫 1，117．48．00．32
桑 12．1．8．4 21，652．400貫 7，794。86．42．2
茶 3．4．2．4 5，954．100貫 1，786。23．00．05
人　　参 2．3．8．20 1，192．000貫 5，364．00．01．5
註1）第1表と同一書より作成．
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握り1把，1反400　一一　800把であるが，近来，回転稲扱機を使用するようにな
り，小把とするものが多くなった。刈取った稲は稲架に2一一　3週間乾燥させ
た後，稲扱，籾磨臼，唐蓑，万石徒士で脱穀調整する。収穫量は1反あたり，
上田2石6斗，中田1石8斗，下田1石5斗である。
　経営収支状況をみよう。第6表は自作農の自作地1反あたり，小作農の小
作地1反あたりの経営収支を示すものである。自作農は上田，中田，下田の
いずれの場合も収支差引で余剰があるが，土地等級によってかなり大きい差
異がある。上田では55円37銭1厘であるのに，下田はわずかに10円6銭3厘
である。自作農は地主とともに，所得税のごとき間接に田地の負担となるべ
き諸税が課せられるのであり，支出はもっと大きくなる。しかしいずれの場
合も，稲作作業人夫賃は自作農のものとなるとすれば，その分が加わり，上
田77円83銭1厘，中田61円84銭9厘，下田でも34円24銭8厘の取得となる。
後にみる1丁目たりの生計費，冠婚葬祭費，交際費，教育費，衛生費，雑費を
もって構成される家計費の全村平均は562円66銭9厘である。先に自作農家の
平均規模は1町歩であったので，以上の計算によると上田あるいは中田であれ
ば家計費をカバーできていることになる。小作農の場合は，収支差引では，
上田でもわずかに10円37銭1厘の余剰にとどまり，下田は3円38銭7厘の不
足となる。ただし人夫賃を加えると上田で33円23銭1厘，下田でも20円99銭
8厘の取得となる。小作農の経営規模も約1町歩であったので，下田のみ1
町歩小作の場合で約210円の所得にとどまることになる。きわめて大雑把なこ
の計算ではあるが，これは小作農の生活が困難なことを示すであろう。
　地主地の収支は第7表のとおりである。反収は上田2．6石，中田2．08石，
下田1．5石であるが，小作料はそれぞれ1．55石，．1．2石，0．8石となっていて，
小作料率は上田で59．6％，中田57．6％，下田53，6％となる。土地の売買価格
は上田580円，中田465円，下田307円であるとしていて，利回り計算は，上田
7．53％，中田7．34％，下田7．51％となる。これは政府公債の利子より高いが，
普通の金利には及ばない，という。
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第6表　大庭村水田1反歩あたり農民経営収支　　　　　　　（1918年）
上　　　田 中　　田 下　　　田
玄　　　　　米
円銭厘
W5．80．0
円銭厘
U8．64．0
円銭厘
R9．50．0
屑　　　　　米 48．0 40．0 30．4
枇 3．17．9 2．55．0 1．90．4
藁 4．50．0 3．75．0 3．00．0
???????
籾　　　　　殻 31．0 25．0 18．8
畦　　　　　豆 75．0 1．50．0 2．50．0
畦　　　　　草 10．0 60．0 1，00．0
駄　　　　　枇 25．0 25．0 25．0
合　　　計 95．36．9 77．94．0 58．64．6
国　　　　　税 （3。10，0） （2．02．0） （　67．0）
県　　　　税 （1．40．0） （　91．0） （　30，0）
村　　　　　税 （　65．0） （　42．0） （　14．0）
潅i　泊究　費 （　40．0） （　44．0） （　44．0＞
土地損料修繕費 （　20．0） （　60．0） （1．00．U）
区　費　其　他 （　35．0） （　25．0） （　15．0）
小　　作　　料 〔51．15．0〕 〔39．60．0〕 〔26．40．0〕
??????????
農　具　損　料 80．0 80．0 80．0
害虫駆除油代 （　45．0） （　45．0） （　45．0）
種　　　　籾 69．3 89．1 1．18．8
俵　　装　　藁 49．5 42．0 33．0
苗　代　肥　料 45．0 54．0 58．0
本　田　肥　料 8．55．0 8．35．0 8．35．0
人　　夫　　賃 ／碁碁：翻 ／碁当：壁書：8／ ／碁珪：毒§：善／
合　　　計
（39．95．8）
k84．99．8〕
（37．93．1）
k72．76．1〕
（38．58．3）
k62．033〕
収支差　引
（55，37．1）
k10．37．1〕
（40，00．9）
k5．17．9〕
（10．06．3）
k一3．38．7〕
取　　　　得
（77．83．1＞
k33．23．1〕
（61．84．9）
k27．33．9〕
（34．24．8）
k20．99．8〕
註1）第1表と同一書より作成．
　2）　（　）は自作地，〔　〕は小作地についてで，かっこのないのは
　両者に共通．
　3）取得は収支差引に支出中の人夫賃を加えたもの．
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第7表　大庭村小作地1反あたり地主経営収支 （1918年）
上　田 中　田 下　田
収入 小　　作　　料
　円銭厘
T1．！5．0
　円銭厘
R9．60．0’
　円銭厘
Q6．40．0
国　　　　　税 3．10．0 2．02．0 67．0
県　　　　　税 L40．0 91．0 30．0
村　　　　　税 65．0 42．Q 14．Q
害虫駆除油 45．0 45．0 45．0
??????
潅　　概　　費 40．0 44．0 44．0
土地損所修繕費 20．0 60．0 1．00．0
俵装奨励岨伝産米改良費 92．4 39．6 19．8
区　費　其　他 35．0 25．0 15．0
合　　　　計 7．47．4 5．48．63．34．8
収　　支　　差　　引 43．67．6 34ユ1．4 23．05．2
註1＞第1表と同一書より作成．
　以上が地主，農民の経営収支状況である。このような収支状況にあるこの
村の農村民であるが，元来，村民は「一般に性質淳朴温長にして勤倹の美風
あり．古来農を本業とし傍ら杉檜二等の栽培に努め，四時間断なく業務に従
事し，堅忍克く刻苦に堪へ，不屈不撹毫も倦怠の風なく……」「本村民は古来
労働を尊：重し，勤勉精励にして……」ということであり，また地主・小作人間
の関係も「極めて円満にして互に徳義を重じ曽て扮擾を醸したることなし．
故に小作契約の如きも遠く父祖の代に於て口約したる儘吟日に至れる者多く，
近来小作関係を結ぶものと錐概して口約に止り契約書を取り替すが如きこと
なし」という。近年，稀には「弓状」という書面による1ヵ年契約のものがあ
るが，小作人が耕作を怠り耕地の生産力を減耗するとか，小作料を数年間滞
納するというようなことを除いて小作地を引き上げることはない，という。小作
料は田畑ともに十七が普通で，稀に小作人の希望により金納とする。凶作時の
減免があり，小作料滞納者に対しても苛酷な請求はせず，数年間滞納して到底
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納入の見込のないというときにその土地を引き上げるという。また，地主の小
作人に対する奨励方法としては，大字大草の2集落における耕地整理，村内
各地における暗渠排水，浮塵子発生時の除虫油給与，良質小作米納入に対す
る奨励米の給与がある。なお，小作人に土地を所有せしめることを目的とす
る村事業として1914年目「小作農業者保護法」を制定し，信用購買組合と協
力して実行に努めている。
4　農村民の生活
　この村の地主の最大は10町歩台であることをすでにみた。他方には膨大な数
の無所有者があり，そのようななかでの10町歩台は決して小さいとはいえない
大きさである。ここでは村民を民活等級50位以上を上位，50位未満10位以上を
中位，10位未満を下位としているが，その戸数は上位27戸，中位135戸，下位
329戸である。上位5．5％，中位27．5％，下位67％である。農業戸数のみでは，
上位26戸，中位114戸，下位277戸で，上位6．2％，中位27．3％，下位66．4％と
なる。このような階層構成をとるこの村の村民の生活状況をみよう。
　この時期になると地主層による地主資金の有価証券投資がかなり広汎にみ
られるが，第8表ほこの有価証券投資等を示すものである。公債・債券，株
券，預金・貯金，貸金の合計は27万1，249円余，1911年と比較して2．5倍にもな
っている。1911年には貸金が最大であったものが，預金・貯金が最大となると
第8表　大庭村公債・株券等 （1911・1918年）
総　　　　価　　　　額 同1戸あたり・1lあたり（1918年） 利子・配当（1918年1
1911年 1918年増加額 増加率 1戸?ｽり 1　人?ｽり 全　村 1戸?ｽり 1　人?ｽり
公債及債券
　　円熟厘
kOOO．00．0
　　円銭厘
U，260．00．0
　　円安厘
T，260．00．0
　％
T26．0
円銭厘
P2．74．9
円銭厘
Q．62．3
　旧記厘
Q95．72．5
円銭厘
U02
円銭厘
P2．4
株　　券 1，600．00．0 25，220．00．O23，620．00．O1，476．3 51．36．5 10．56．6 2，269．80．04．62．3 95．1
預金及貯金 18，500．GO．0218，248．69．5 199，748．69．511079．7444．49．891．43．2 11，095．11．522 9．7 4．64．8
貸　　金 57，500．GO．021，520，5LO一35，979．49．G 62．6 43．83．09．D1．6 1，936．84．63．94．5 81．1
合　計 78，600．00．0271，249．20．5 192，649．20．5 245．1 552．44．2113．63．6 15，597．48．63L7 ．76．53．4
註1）第1表と同一書より作成，
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ともに，株券の増加は著しい。1918年には1戸あたり552円44銭2厘，1人あた
り113円63銭6厘となる。利子・配当は1戸31円76銭7厘，1人あたり6円53銭
4厘となる。49！戸，2，387人の平均でのこの額はかなりの大きさで，最上層
では多額の有価証券所有となるであろう。公債・債券，株券のみでは，1戸
あたり64円！1銭4厘，1人あたり13円18銭8厘で，配当額は5円12銭5厘，
1円7銭5厘である。いまこれを1904（明治37）年の岡山県赤磐郡西高月村
の株券・公債1戸あたり68円91銭7厘，1人あたり36円70銭2厘，配当額9
円12銭8厘，1円99銭4厘と比較すると，むしろ著しく小さいといわざるを
えない。岡山県の西高月村でのような活発な有価証券投資はみられなかった
といえよう。このことは負債についてもいえる。第9表にみるように，！戸
あたり・1人あたりの負債額は105円82銭3厘・21円76銭8厘，利子額はそれ
ぞれ8円91銭3厘・54銭5厘であるが，岡山県の西高月村では1904年に負債
額396円23銭7厘・82円18銭5厘，利子額52円24銭9厘・11円41銭3厘であっ
て，これと比較すると格段に小さい。西高月村においては地主層の資金運
用としての負債を想定したが，この点においても大庭村の場合はきわめて停
滞的であるといわざるをえない。
　第10表は全村民の家計費支出状況を示す。1歯あたり562円66銭9厘，1人
あたり115円74銭となるこの家計費の部門別構成は食料費55．7％，被服費11，6
％，建築物2．6％，器具費1．8％，消耗品費8．0％，（以上生計費79．7％），冠婚
第9表　大庭村負債 （1911　・1918年）
金　　　　　　　　額 1戸あたり・1人あたり
19ユ1年 1918年 増加額 増加率19！1年 1918年
借　金
　　　　口銭厘
T2，100．00．0
　　　　「＝1銭厘
T1，960．50．0
　　　1り銭厘
黷P39．50．0
　　　％
黶Z．27
　　　l11銭厘
P0632．7
i20．89．0）
　　　lil銭厘
P05．82．3
i21，76．8）
利　子 4，745，80．04，376．4L5一375．38．5一7．9 　　9．68．5iL90．3）
　　8．91．3
i　54．5）
言圭1）　第1表とF司一書よりf乍1茂．
　2）　（）内は1人あたり．
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第10表　大庭村家計費構成 （1918年）
家　　　計　　　費 1戸あたり・1人あたり
全　　　額 構成比 1戸あたり 1人目たり
生　計　費 　　円銭厘Q20，072．59．3　％V9．7 　日銭厘S48．21．3 　円銭厘X2．19．6
食料費 153，744．75．255．7 313．12．6 64．40．9
被服費 32，091．40．0 11．6 65．35．913 44．4
建築費
??．?．??
2．6 14．40．7 2．96．4
器具費 5，000ユ0．0 1．8 10．18．5 2．09．5
消耗品費 22，161．84．1 8．0 45．13．6 9．28．4
冠婚葬祭費 21，642．56．0 7．8 44．07．9 9，06．7
交　際　費 8，737．30．0 3．2 ！7．79．5 3．66．0
教　育　費 4，513．59．0 1．6 7．！9．3 1．89．1
衛　生　費 5，0ユ9．07．0 1．8 10．22．2 2．10．3
雑　　　費 16，285，30．0 5．9 33．16．7 6．82．2
合　　計 276，270．41．3100．0 562．66．9 115．74．0
註：1）第1表と同一香より作成．
葬祭費7．8％，交際費3．2％，教育費1．6％，衛生費1．8％，雑費5．9％となる。
これを西高月村（1戸あたり222円66銭7厘・1人あたり45円80銭2厘，部門
別構成は，飲食費64．1％，被服費10．3％，雑費6．6％，日用品消耗費6．4％，社
交費5．1％，家屋費2．1％，教育費1．9％，祭典費1．3％，旅費1。3％，家具費
0．86％）と比較しつつ，消費生活の特徴をみていこう。まず，1戸あたり・1人
あたりの金額であるが，この間に米価で約2．5倍という物価水準の開きを念頭
において比較すると，この大庭村の消費額は西高月村に及ばないといえよう。
分類項目を異にするので，両者の厳密な比較を行なうことはできないが，こ
の第10表と前稿第12表とによってそれを部門別にみると，食料費，教育費，
雑費・旅費においては西高月村が明らかに大きく，他方，冠婚葬祭費・交
際費（祭典費・社交費）においてはこの大庭村が明らかに大きく，また，被
服費，建築費（家屋費），器具（家具）費，消耗品費（日用品消耗費）におい
ても大庭村の方が大きいといえよう。このような1戸あたり・1人あたりの
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消費額の大小にほぼ対応する部門別構成比率をとっている。このような概括
的な特徴をもつ家計費について，以下それぞれの内容をみていこう。
　大きいウェイトを占める飲食費であるが，まずこれについて若干の検討を
加えたい。これには米・麦をはじめとして，粟・黍・蕎麦や大豆・小豆など
の雑穀豆類，大根・蕪青・甘薯・馬鈴薯・里芋・長芋・胡瓜・西瓜・茄子・
南瓜などの野菜類，柿・柑橘・梅・桃などの果実類，魚肉・乾物などの魚類，
鳥獣肉・鶏卵という肉卵類，麺類・豆腐・油揚などの加工食品，醤油・酢・
塩・砂糖などの調二品，それに菓子・茶・酒などにいたる，およそ飲食物と
して消費せられる一切が計上されている。煙草もここにふくまれている。こ
れらのなかの米麦雑穀豆類，野菜類，果実類はその多くが村内産出があり，
第11表　大庭村穀類・豆類消費量 （ユ918年）
消　　　費　　　量 1戸あたり 1人あたり
数　　量 価　　額 数　：量 価　額 数　量 価　額
梗　米 　石斗升合Q、502．8．0．0　　円二二W2，592．40．0石斗升合T．0．9．7 　円銭厘P68，21．3石斗升合P，0．4．9 　一銭厘R4．60．！
濡　米 162．7．0．0 5，857．20．0 3．3．1 1！．92．9 0．0，6．82．45．4
?
290．8．2．0 4，798．53．05，9．2 9．77．3 0⊥2．2 2，01．0
屑　米 115．8．2．0 1，737．30．0 2．3．6 3．53．8 0．4．8．5 72．8
大　麦 562．7．0．0 7，033．75．01．1．4．6 14．32．5 0．2．3．6 2．94．7
裸　麦 50．7．6．0 812．16．0 1．0．3 1．65．4 0．0．2．1 34．0
小　麦 7．3．0。0 131．40．0 0．1．5 26．8 0．0．0．3 5．5
?
2．3．2．5 45．33．7 0．0．5 9．2 0．0．O．1 L9?
LO．8．0 21．06．0 0．0．0 4．3 0．0．0．0 0．9
蜀　黍 7．1．6．0 114．56．0 0．0．2 23．3 0．0．0。3 4．9
玉蜀黍 91ユ．1．O 1β36．65．0 1．8．6 2．72．2 O．0．3．8 56．O
蕎　麦 26．6．7．0 533．40．0 0．5．4 LO8．6 0，0．1．1 22．3
大　豆 75．3．0．0 1，506．00．0 1．5．3 3，06フ 0．0．3．2 63．1
小　豆 33。6．2．0 1，042．22．0 0．6．8 2．12．3 0．0．1．4 43．7
碗　豆 8．9．4．0 196．68．0 0．1．8 40．1 0．0．8．2 8．2
蚕　豆 38．6．7，0 773．40．0 0，7．9 L57．5 0．0コ．6 32．4
其他豆類 376．000貫 37，60．0 0．766貫 7．7 0．158貫 1．8
註1）第1表と同一書より作成．
?
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第12表　大庭村農産物以外の食料品消費 （1918・年）
全村消費 1戸あたり消費 1人あたり消費
数　　量： 価　　額 数　量 価　額 数　量 価　町
中　　卵 11，500個
　Fl銭川1
S60．00．023．422個
rり銭厘
O．93．7 4．818個
「弓銭堰
O．19．3
鳥獣肉 一 ！60．00．0 一 0．32．6 一 0．06．7
魚　肉 一 3，603．00．0 一 7．33．8 一 1．50．9
貝　　類 一 190．00．0 一 0。38．7 一 0。08．0
乾　　物 一
??．?．??
一 2．73．8 一 0．56．3
麺　　類 347貫 347．00．00．707貫 0．70．7 0．145貫 0．14．5
豆　　腐 24，535丁 613．37．549．969丁 1．24．910．279丁 0，25．7
油　揚 14，332個 429．96．029．189個 0．87．6 6．004個 0．18．O
塩 707俵 919．10．01．440俵 1．87．2 0．296俵 0．38．5
醤　　油 188．060石6，582．10．0 ．383石 13．40．5 0．079石 2．75．7
酢 ユ0．103石 303。09．00．020石 0．61．7 0．004石 0．12．7
麹 44．030石1，452．99．0 ．090石 2．95．9 0．O18石 0．60．9
油　類 0，490石 58．80．00．001石 0ユ2．0 0．000石 0．02．5
砂　糖 5，313斤1，062．60．010，820斤 2．16．4 2．226斤 0．44．5
酒 107．095石8，567．60．0．0，218石 17．44．9 0．045石 3．58．9
焼　　酎 5．536石 830．40．00，011石 ！．69．1 0．002石 0．34．8
菓　子 一 2，324．20．0 一 4．73．4 一 0．97．4
刻煙草 203，300貫1，728．05．0 ．414貫 3．51．9 0．085貫 0．72．4
巻煙草 1，976包 197．60．04．024包 0．40．2 0．828包 0．08．3
言圭ユ〉　第1表と同一・書＝よりf乍fift．
自家供給の部分が小さくないと思われる。このように自給の部分がかなりあ
ろうが，これらを自家生産しないものは購入せざるをえない。さらに米は多
くの小作人にとっては，先にみたように，収穫の6割近くも小作料として納
入してしまうので，自家飯米にもこと欠くことであろう。この点については，
「細民の食料に欠乏する時期は概ね夏季にして，小作人は小作料を納入したる
斗米により一箇年の食料を支ふるに足らざるものあり」と記している。以上
の農産物以外はそのほとんどが購入によらざるをえない。第11表は，穀物，
豆類の消費状況を示す。米の消費量は西高月村を上回る。また，第12表は農
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産物以外の消費品について消費状況を示す。鳥獣肉は1戸あたり32銭6厘・
1入あたり6銭7厘，鶏卵23．4個・4．8個，魚肉7円33銭8厘・1円50銭9厘，
乾物2円73銭8厘・56銭3厘，麺類0．707貫・0．145貫，豆腐50丁・10丁，油
揚29．2個・6個，砂糖10．82斤・2，2斤，塩1．44俵・0．296俵，菓子4円73銭4
厘・97銭4厘，酒2斗1升8合・4升5合，焼酎1升1合・2合，刻煙草
0．414貫・0．085貫，巻煙草4．0包・0．83包である。西高月村の場合をあげると，
鳥獣肉1戸あたり29銭9厘・1人あたり6銭5厘，鶏卵12個・3個，生魚4
円30銭8厘・94銭1厘，豆腐・油揚27個・6個，砂糖4，054貫・0．886貫，
塩62銭8厘・13銭7厘，菓子52銭1厘・11銭4厘，酒1斗3升8合・3升，
刻煙草0．607貫・O．133貫，巻煙草！6包・4包である。鳥獣肉，魚，刻煙草，
巻煙草，砂糖においては西高月村が大きく，鶏卵，豆腐・油揚，菓子，酒，
塩においては大庭村が大きい。
　つぎに被服費をみる。そのうちわけは第13表のごとくとなる。被服類，夜
具類，履物類からなる。1戸あたり・1人あたりをみると，被服29．59枚（53
円10銭7厘）・6．09枚（10円98銭6厘），夜具類0．10個（1円6銭1厘）・0．021
個（21銭8厘），履物類129．53足（4円69銭7厘）・26．64足（21銭8厘）とな
る。被服類は綿が主体であろうが，絹・毛もある。下駄も使われているが，
履物類の中心は藁草履・草鮭である。夜具類には毛布もみられる。西高月村
は夜具類0．306個（84銭6厘）・0．067個（6銭7厘），履物類138．32足（5円
53銭3厘）・30．21足（1円20銭9厘）であって，いずれにおいても西高月村
の方が消費高は大きい。
　消耗品費のうちわけは第14表のようになる。薪・木炭・石油・蝋燭という
光巨費が中心である。薪は西高月村にはるかに及ばないが，木炭はかなり大
きい。なお電燈がすでに入っている。このほかでは，筆紙墨と化粧品・石鹸
であるが，これも移入品であることはいうまでもない。筆・墨・紙は西高月
村は・1戸あたり62銭2厘・1人あたり13銭6厘で，この大庭村の1円6銭4
厘・22銭2厘より大きい。
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第13表　大庭村被服同等消費 （！918年）
全村消費 1戸あたり消費 全村消費 1戸あたり消費
数　量　価　額 数量 価額 数　量 価　額 数量 価額
羽　織
???
　円銭Q，833．00　点O．78 「q銭T．77 マント
?? 　掛銭
S74．00
　点
O．12
円銭
X7
帷　子 96 1，120．00 0．202．28 毛　拭 1，723 227．003．51 46
単　衣 6422，723．001．31 5．55 襟　巻 123 112．000．25 23
浴　衣 3931，255．00 0．802．56 肩　掛 50 60．000．10 12
袷 5463，567．00L11726
???
裸 249 52．000．51 11
下　着 112 694．000．231．41 手　袋 315 88．100．64 18
儒　衿 6541，062．001．332．16 手　巾 912 69．50 1．860．14
筒　袖 4741，637．000．97 3．33 足　袋 2，514 743．705．121．51
袖　無 325 436．OO0．66 89 女頭飾 一 494．60 一 ユ．01
男　帯 79 194．000．16 40 穎面布 98 85．000．20 17
女　帯 1941，305．00 0．40 2．66蒲　団 49 521．000ユ0ユ．06
兵児帯 471 772．000．96ユ．57 較　帳 14 234．000．03 48
???????????????????
脚　畔 331 89．000．67 18
???
毛　布 10 50．000．02 10
袴 85 569．000．171．16 座蒲団 481 40LOO0．98 82
洋　服 10 84．000．02 17 帽　子
???
345．002．94 70
シャツ 429 568．000．871．16
???
麦二丁 426 125．000．87 25
バッチ 374 527．000．761．07 洋　傘 207 489．000．421．00
前　垂 673 402．001．37 82 傘 564 495．001．151．01
揮 847 361．001．73 74
???
? 807 568．001．64 1．16
腰　巻 831 603．00／．69 L23 笠 395 54．000．80 11
神　天 158 486．000．32 99 萱　笠 747 106．001．52 22
綿　入 81 391．000．16 80 草　履 17，450274．40 35．546
ハバキ 188 79．000．38 16 草　鮭 42，113822．50 85．771．68
トンビ 47 981．000．102．00
???
下　駄 2，383 605．404．85 1．23
コート 44 880．000．091．79 木　履 1，653 603．703．371．23
外　套 19 ユ99．OOO．04 41 風呂敷 395 174．300．80 35
註1）第1表と同一書より作成．
　交際費・冠婚葬祭費は第15表のごとくである。婚姻費用，葬儀費用，氏神
祭費用，正月盆その他が主要なものである。これは西高月村の1戸あたりは
鎮守祭費1円49銭7厘，全体では2円43銭6厘というのと比較すると，かな
り大きいといえるであろう。なお，この大庭村の場合にはかなりの額の神社
寺院その他の寄付が雑費のなかに入っており，これを加えるとこの費目はさ
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第14表　大庭村消耗品費消費 （1918年）
全　村　消　費 1戸あたり
数　　　量 価　　　額 数　　量 価　　額
筆 1，196本
　円銭厘
U5，35．0 2．44本
円銭厘
P3．3
墨 282個 50．30．0 0，57個 10．2
紙　　　　　類 625束 406．83．0 1．27束 82．9
籾　　　　　殻 3，738石 186．94．1 7，61石 38．1?
132，710貫10，914，00．0270．29貫 22．22．8
木　　　　　炭 6，674貫 1，334、80．0 13，59貫 2．71．9
騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲戟@　　　　　集 14，88G貫： ユ58，20．0 30，31貫 32．2
石　　　　　油 23．3！0石 ユ，721．90．0 47．47合 3．50．7
蝋　　　　　燭 15，274丁 465，76．0 31．11丁 94．9
電　　燈　　料 一 2，240．10．0 一 4．56．2
燐　　　　　寸 3，774包 250，32．0 7．69包 51．0
附　　　　　木 1，4ユ1束 70．95．0 2．87束 14．5
渋　　　　柿 515貫 115，87．5 1．05貫 23．6
元結，鴨付油類 一 351．20．0 一 71．5
種　　　　　油 1．806石 197．55．Q 3．68合 40．2
石　　　　　鹸 1，468個 194．72．0 2．99個 39．7
化　粧　品　類 ｝ 427，50．0 一 87．1
箒 2，245本 95．49．0 4，57本 19．4
縄 3，275束 837，88．0 6．67束 1．70．6
其　　　　　他 一 2，076．17．5 『 4，22．8
合目　　計 一 22，161．84．1 一 45，13．6
註1）第1表と同一書より作成．
らに大きくなる。
　建築物及器具類は，建物新築・修繕と家具新調・修繕と雑具新調・修繕で
ある。新築は本屋5戸2，065円，土蔵2棟500円，納屋2棟400円，その他9棟
697円50銭である。本屋1戸の価格は413円でかなりのものである。西高月村
は新築1棟平均194円86銭，改築294円であったので，西高月村の方が高額で
あったといえよう。
　教育費は尋常小学校児童288人で，1人あたり8円58銭，高等小学校児童49
人で1人あたり9円15銭という負担である。このほかには，実業補習学校生
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第15表　大庭村冠婚葬祭費・交際費 （1918年）
冠　婚　葬　祭　費 交　　際　　費
人数 総　　　額 1人平均 人数 総　　額 1人平均
誕　　生　　祝
?? 円銭
R38．00
円銭厘
Q4．14．3
?? 円銭
Q95．70
円銭厘
P0．56ユ
嫁　　　　　取 15 2，808．00187．20．0 一 一 一
嫁　　　　　入 27 2，295．30 85．OL　1 一 一 一
目　　　　　取 4 75．00 ユ8．75．0 一 一 『
婿　　　　　入 7 98．00 14．00．0 ｝ 一 一
年　賀　祝（悦） 53 847．40 15．98．9 72 574．05 7．97．3
葬　　　　式 34 2，189．00 64．38．2 251 326．72 1．30．2
忌　中　兄　舞 一 一 一 一 286．30
法　　　　　事 99 1，988．40 20．08．5316 380．20 1．20．3
建　築　祝（悦） 6 292．00 48，66．7 13 56．10 431．5
氏　　神　　祭 878 4，388．70 4．99．9 773 623．50 80．7
帯　　直　　祝 9 282．00 3L33．3 43 459．50 10．68．6
出　　産　　祝 21 380．00 18．09．5 45 392．50 8．72．2
軍　人　送　迎 一 一 一 一 ユ43．80 ・　・　．
病　気　見　舞 一 一 一 一 419．43
正月盆山旬其他休業日 464 5，660．76 12．20．0247 819．90 3．31．9
歳　　　　　暮 一 一 一 一 674．05 9　■　・
慰労懇親会 ｝ 一 一 一 L301．45 ■　■　o
其　　　　　他 一 一 一 一 1，984．00 ，　，　，
合　　　計 一 21，642．56 ｝ 一 8，737．30 ●　■　o
註1）第1表と同一書より作成．
　2）交際費の其他は原史料では2，173．00円であるが，合計を正しい数字として，
　　この其他を1，984．00円とした．
徒44人がいるが，その費用1人あたりは9円15銭で高等小学校とまったく同
じである。この村ではなお学齢に達しながら就学しないものが，男児に1あ
るが，女児は1911年までの2がなくなり全員就学している。このような義務
教育就学率の100％に近い達成とともに，実業補習学校が設置されている。ま
た，この村からの高等教育，中等教育への進学もみられる。この年，高等商
業学校（長崎）1，県立中学校4，同農…林学校3，同商業学校1，同工業i学
校1，同高等女学校（松江）1，市立女子技芸学校（松江）1という在学者
がある。高等商業学校は400円，中等学校は70～90丁台である。
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　このほかに衛生費がある。薬代が最大で，これが1戸あたり6円57銭9厘，
それに売薬代1円58銭1厘が加わる。診察料・手数料は98銭2厘である。そ
れなりの負担であろうが，西高月村の病人医療費2円80銭2厘，売薬代36銭
1厘と比較するとむしろ大きい。
　ところで，西高月村の場合は医療費は雑費のなかに入っていたが，この大
庭村の場合は衛生費が別個となっているとともに，ここに神社寺院その他の
寄付金，旅行遊覧費が入っている。この旅行遊覧費は1，424円で，1戸あたり
2円90銭・1人あたり59銭7厘で西高月村の2円99銭6厘・61銭6厘より小
さい。なお，ここに通信運搬費，新聞雑誌書籍購入費が入っているが，通信
運搬費の1戸あたり1円1銭5厘・1人あたり20銭9厘は西高月村の郵便料
の92銭3厘・20銭2厘より実質的に小さく，新聞雑誌書籍購入費の1戸あた
り1円75銭3厘・1人あたり36銭1厘も西高月村の1円33銭5厘・29銭2厘
より同様に小さい。
　以上において生計費の内容をみてきた。ここ大庭村においても資本主義経
済が浸透しつつあることを読みとることができるであろうが，この調査書に
お』ける「農民生計の度合Jによって農村民の消費生活の状況についてさらに
みていこう。
　まず，食生活である。第16表は農家常食を示すものである。成年者につい
ての概要であるとしている。
　その説明には，「上位に属するもの・内には米飯のみを常食するもの少から
ず」とあり，さらに，「細民の食料に欠乏する時期は概ね夏季にして小作人は
小作料を納入したる残米により一箇年の食料を支ふるに足らざるものあり．是
等は藁細工其の他副業日雇稼肩幅の他労銀収入により補充す」と記している。
このような明確な階層的差異が存するが，最近の食生活全体について，「而し
て一般食物を既往に比すれば大に上達し，魚類及鳥獣肉の如き食膳に上るこ
と年々増加するを見る．酒は自家用酒の醸造廃止後漸次其の量を減じ，現今
に至りては冠婚葬祭又は諸種宴会を除くの外は只晩酌に之を用ふるのみ．之
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第！6表　大庭村農家常食 （1918年）
上　　　位 中　　　位 下　　　位
??品名 米飯又は米麦飯，団子ﾐ物，煮物 米麦飯団子ﾐ物又は煮物 米麦飯，団子ﾐ物
価額 10銭5厘 10銭0厘 9銭2厘
??品名 米麦飯又は米飯尢ﾞ，漬物，煮物 米麦飯ﾏ物，漬物，魚類 米麦飯`，煮物又は漬物
価額 ユ4銭5厘 12銭2厘 11銭0厘
??品名 米飯又は米麦飯ﾐ物，汁，煮物，酒 米麦飯`，煮物，漬物 米麦飯，焼餅又は団子ﾏ物又は魚類
価額 14銭5厘 12銭2厘 11銭5厘
合　計 39銭3厘 34銭4厘 31銭7厘
註1）第1表と同一書より作成．
に反し煎茶の需要は大に増加したり」と変化を述べている。
　第二は衣生活である。第17表は，階層別衣服状況を示す。ここにもかなり
明確な階層的差異がある。いずれの場合にも日常着はなお伝統的なものであ
るが，変化はあらわれてきている。「明治初年の頃は殆んど木綿服に限られ只
上流のもの僅に糸入服を用ふるのみなりしが，現今は冠婚葬祭は勿論諸種の
会合に於て絹服を着用するもの多き傾向あり．又防寒具の如きも往時は毛織
防寒具足袋等を着用するもの少数なりしが，社会の進歩に伴ひ毛布，トンビ，
インバネス，コート或は流行の装飾品を纒用するに至れり」と記している。
トンビ40，インバネス500，被布コート500，肩掛100，洋服50である。1戸あ
たり0．81，1．02，1．02，0．20，0．10となる。なお，衣類以外の流行の品とし
て，帽子1，500，時計600，靴50，鞄60が入っており，このようなものを着用・
使用するにいたっている。また自転車が51台入っている。
　第三に住生活である。第18表は階層別住宅建物坪数お』よび評価を示す。「住
宅及納屋は従来多く藁葺なりしが現今は瓦葺となすもの多く，納屋の如きも
近来新築するものは大抵瓦葺となす等居宅其の他の建物とも漸次華美を競ふ
の風あるに至れり」と述べている。こころみに，畳の所有状況は，明治の初
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（1918歪第17表　大庭村農家衣服
上 位
?
位
?
位
?
女
?
女
?
女
円銭 円銭 円銭 円銭 円銭 円銭
袷　　7．00袷　　7．00袷　　6．00 袷　　6．00袷　　　5．00袷　　5．50
羽　織8．00祥　天3．50肌　子1．30 肌　子1．50 肌　子1．00 肌　子1．20
? 祥　天3．00肌　子2．00筒　袖3．00 袖　無2．00 筒　袖2．50 筒　無2．50
品 肌　子1．50帯　　5．50袖　無1，50帯　　4．00 袖　無1．00袖　無1，50
シャツ1．50腰　巻1．50帯　　2．20腰　巻1．00 帯　　0．70 帯　　3．00?
帯　　3．50前　垂1．00 揮　　0．50前　垂0．60 揮　　0．50腰　巻0．70
? 揮　　　0．50足　袋0．32股　引1．00手　拭0．15股　引1．00 前　垂0．50
秋 足　袋0．30袖　無2．00脚　丑宇0．60 脚　脾0．60 手　拭0．15
手　拭0．15手　拭0．15手　拭0．15 手　拭0．15
帽　子2．50 シャツ1．30
パッチ1．50 帽　子1．20
価額 29円45銭 22円97銭 18円75銭 15円25銭 12円45銭 15円05銭
単　衣4．00単　衣5．30 単　衣4，00単　衣5．00 単　衣3．20 単　衣4．50
シャツ1．20肌　子1．70シャツ1．00帯　　4．00 帯　　0．70 帯　　3．00
帯　　3．50帯　　4．00 揮　　0．50腰　巻0，70 肌　子0．80 腰　巻0．50
揮　　0．50手　拭0．15肌　子1。20 前　垂0．60 揮　　0．50 前　垂0．50
品 帽　子2．00前　垂1．00 帯　　2．20 手　拭0．15 手　拭O．15 手　拭O．15
帷　子10．00腰　巻1．20手　拭0．15?
? 手　拭0．15帷子10．00帽　子1．20
浴　衣3．00浴　衣3．70
肌　子1．40
羽　織8．00
パッチ1．50
価額 35円25銭 27円05銭 10円25銭 10円45銭 5円35銭 8円65銭
袷　　7．00袷　　7，00 袷　　6。00 袷　　6．00 袷　　5．00 袷　　5．50
羽　織8，00祥　天3．50 肌　子1．30 肌　子1．50 肌　子1．00 肌　子1，20
絆　天3．00肌　子2．00筒　袖3．00 袖　無2．00筒　袖2．50筒　無2．50
肌　子1．50帯　　5．50 袖　無1。50 帯　　4．00袖　無1．00 袖　無1．50
品 シャツ　1．50腰　巻1．50帯　　2．20腰　巻1．00 帯　　0．70 帯　　3．00
綿　入7．80前　垂1．00揮　　0．50前　垂0．60揮　　0．50腰　巻0．70
帯　　3．50足　袋0．32 股　引1．00 手　拭0．15 股　引1．00 前　垂0．50
冬 揮　　　0，50袖　無2．00 脚　絆0．60絆　天3．00 脚　脾0．60 手　拭0．15
足　袋0．30手　拭0，15 手　拭0．15 足　袋0．32 手　拭0．15?
手　拭0．15下　着4．00シャツ1．30 絆　天2．50
帽　子2．50 帽　子1．20 甲　掛0．20
パッチ1．50 神　天3，00
襟　巻1．00 足　袋0．30
下　着3．00
価額 41円25銭 26円97銭 22円Q5銭 18円57銭 15円15銭 15円Q5銭
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第18表　大庭村農家住宅・附属建物，宅地の坪数・価額 （1918年）
上　　　位 中　　位 下　　　位
坪　数 価額 坪　数 価’額 坪　数 価額
本　　家
　坪
S1．00
　　円
P，640
　坪
Q9．5
　円
W85
　坪
P6．0
　円
Q40
土　　蔵 6．00 420 4．0 280 一 一
眼　　屋 ユ8．00 432 ユ2．5 250 8．0 U2
其　　他 8．75 210 3．0 60 1．5 21
合　　計 73．75
???，
49．O 1，475 25．5 373
宅　　地 300．00 540 200．O 360　　　60．0 43．20
註1＞第1表と同一書より作成．
年には，部屋全部に畳を有するもの30％，いく部屋かに有するもの40％，畳
を有せざるもの30％であったものが，この時期にはそれぞれ59％，36％，5
％となっていて，畳は大いに善及しているのである。いずれにしても明確な
階層的差異を通じて変化がみられるのである。
　最後に，冠婚葬祭をみよう。第19表はこの費用を階層別に示すものである。
これはモデル計算であり，第15表でみた実例とかなり大きな差異があるが，
1戸あたり収入額と比較して著しい大きさといわざるをえない。「冠婚葬祭に
要する費用は前表の如く程度梢々過大の感ありと錐近時一般に生計程度昂進
し，殊に明治四十年頃は最も増長し多額の費用を投じて華美を競ふの風あり
しが……」としている。
　かくして，「社会進歩の風潮に伴ひ風俗は年を趨ふて変遷し，衣食住の如き
其の程度従前に比し相当上達」し，また，「婚姻の如きも華美に流れ身分不相
応の費用を浪費する傾向を生じ」た。そこで「各種団体の活動により之を矯
正して質素簡約の風を維持することに努」め，また，婚姻の華美も「矯風規約
の設置励行により近時は調度を節し質素に趣くに至」つたという。そこでこの
矯風規約をみよう。1903（明治36）年村矯風規約を設定統一，1912（大正元）年
矯風規約の改正，1915年矯風規約督励委員18名設置を経て，1918年矯風規約
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第19表　大庭村村民冠婚葬祭費 （19！8年）
上　　　位 中　　位 下　　　位
嫁　　取　　費 　円銭S87．00 　円銭P63．00 　円銭T9．00
嫁　　入　　費 1，612．00 639．00 218．30
婿　　取　　費 406．50 115．00 46．00
婿　　入　　費 1，088．00 504．00 162．30
誕　生　祝　質 70．00 42．00 15．50
帯　直　祝　費 75．00 42．00 13．80
年　　賀　　費 135．00 68．00 29．00
建　築　祝　費 213．00 87．00 46．00
祭　　礼　　費 42．00 30．00 10．50
葬　　式　　費 96．00 44．00 19．00
法　　事　　費 49．00 28．60 13．40
ケ年節旬盆会其他 50．40 29．00 13．50
註1）第1表と同一書より作成．
改正にいたったという矯風規約は，以上のごとき風紀の変化を匡正しようと
いうものであった。そこには主として冠婚葬祭に関としてつぎのごとき条項
を定めている。
　第九条　衣食住ハ各自分限ヲ守り常二勤倹質素ヲ主トスヘク凡ソ吉凶，慶弔，式事等二
　　　　就テハ二項ヲ遵守スヘキモノトス
　　一．年賀，小供祝，上棟式，祭礼，法会等二十ル物品ノ贈答ハ親戚故旧間二目ルコト
　　　　但雛，幟，破魔弓，羽子板ハ親戚ト錐絶対二贈答セサルコト
　　ニ．新年，中元，歳暮ノ贈答バー切コレラ廃止スルコト
　　三．年賀，婚礼，祭典其他何等ノ宴会ト錐総テ八時間ヲ超エサル事．但草鞍酒ヲ禁ス
　　四．婚姻式ハ礼節ヲ主トシ調度バカメテ華奢贅沢ヲ避ケ，婚礼ノ前後二於ル衣装ノ披
　　　露及白無垢，綿帽子，打掛ノ類並数回二亘ル服装ノ着替バー切之ヲ廃止スルコト
　　　　婚礼円山可成神前結婚ノ儀式二改ムルコト
　　　　婚礼ノ儀式及披露宴会ノ際二丁ケル服装ノ標準其他ノ遵守事項左ノ如シ
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　　　1　服装ノ標準
　　　　儀式ノ際，嫁女其他婦人ノ服装ハ白襟紋付トシ，嫁女ノ髪飾バ廿日テ質素ニス
　　　　ルコト
　　　　　同男子ノ服装ハ紋付羽織袴又ハフロックコート若クハ制服トスルコト
　　　　披露宴会ノ際，男子ノ服装ハ紋付又ハ縞ノ羽織トスルコト．但著袴随意
　　　　　同婦人ノ服装ハ紋付又ハ縞服トスルコト
　　　2　其ノ他
　　　　　婚礼ノ人足ハ客座二列セシメス質素ナル酒食ヲ饗シ（酒肴料ヲ以テ代用スルコ
　　　　ト得）応分ノ祝儀ヲ与へ即時帰ラシムルコト．祝客へ料理物ノ土産及祝客ヨリ，
　　　料理人，媒酌婦其他ヘノ祝儀ハ之ヲ全廃スルコト
　　　　　三日目五日目等ノ祝儀並土産餅ノ配付等バー切廃止スルコト
　　五．養子縁組，年賀，新築祝其ノ他凡テノ祝宴二在テモ前号ノ事項二準拠スルコト
　　六．神仏諸講二目テハ飲酒ヲ禁シ，収入アルモノハ之ヲ蓄積スルコト
　　七．葬儀二就テハ左ノ事項ヲ遵守スルコト
　　　1　葬儀ノ際ハ酒類ヲ饗セサルコト
　　　2　中産以上ノ者二在リテハ其組内中産以下ノ者及出入者二対シテハ特二身分相応
　　　　ノ香華料ヲ贈ルコト
　　　3　造花ハニ対ヲ超ヘサルコト
　　　4　一般会葬者及慶弔悔者ヘハ飲食物ノ饗応ヲ為サ・“ルコト
　　　　但遠来者二回目テハ此ノ限りニアラス
　　　5　婦人ノ服装ハ臼襟紋付トシ白無垢ハ之ヲ廃止スルコト
　　　6　隣家及会葬者ハ喧燥粗暴ノ行為ヲ謹ミ哀悼ノ誠意ヲ表スルコト
　　八。婚礼其他凡テノ祝賀宴二於ケル皿仕立ノ焼物及仏事ノ際二男ケル引手物ノ類ハ之
　　　ヲ廃止スルコト
　これらはその多くが伝来のものであろうが，しかし近来はじまったもの，
あるいは伝来のものではあろうが派手になるなど変化してきているものが少
なくないであろう。このような倹約を唱えることが制定されるほどに，生活
習慣に新しい変容したもののつけ加わった状況にきているといえるのである。
このように資本主義の確立・発展にともなう生活変容は進展している。
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　しかし，みてきたように肉，魚，砂糖などにおいて大庭村は山陽の地岡山
県の西高月村に及ばない。また煙草もそうで，とくに巻煙草において著しい。
蒲団・夜具類においても数量において同様である。新聞雑誌書籍代，通信費
もそうである。逆に大庭村が西高月村を明らかに上回っているのは，塩，入
婚出婚費，葬儀代である。このように西高月村との比較によって明らかにな
ったごとく，西高月村が明らかに大庭村を上回っているものはいずれも近代
化にともなう消費の変化・発展を示すものであり，14年前にもかかわらず，
山陰の地大庭村よりも山陽の地西高月村における変化の方が著しいというこ
とができるであろう。
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